







































It is not widely known that professional Japanese entertainers gave kabuki, noh, 
and bunraku performances in Manchuria during the colonial period that extended from 
the late 19th to the early 20th centuries. Based on an analysis of articles drawn from 
daily and specialty newspapers published in Dalian, my paper, examines how these per-
formances were received by Japanese residents in the region and attempts to determine 
whether they were interested in music and the performing arts as an area of private 
study. I focus on 1）the manner of promoting and reporting each performance tour; 2）
the type of venue and performer; and 3）the level of public interest in watching and 
studying the performing arts.
Who watched and supported the kabuki, noh, 
and bunraku performances in Dalian in 







































演は、昭和 10 年 6 月 25 日に大連入りし、7
月 1 日に奉天に向かった。大連での公演に関
しては現在までに、『滿洲日報』では、6月 17
日（第 10488 号）、18 日（第 10489 号）、25 日
（第 10496 号）、28 日（第 10499 号）、29 日（第










































6月 17 日　第 10488 号、第 2面、第 7面）
〝羽左〟一行演藝會














































6月 18 日　第 10489 号第 2面）





































































































































































































































あげられている。『滿洲日報』（6 月 18 日、第
10489 号）そして既述の文楽公演を主催した『大


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この人気投票は、投票期間 3月 1日より 4月
20 日までで、区域は南北満洲全域である。朝
刊第 2面に投票用紙がすり込まれ、同時に連日
投票結果が開示されている。4月 21 日（第 644
号、第 2面）には、最終投票結果が掲載されて
いる。1 位は 74296 票獲得した濱屋天壽、2 位
は 55408 票獲得の白川白水、3位は 54068 票獲
得の吉田表具、以下 15 位まで掲載され、その
























55 名以上、長唄と琵琶は各 40 名以上、尺八は



























































































































































































善と小唄の会（6月 29 日、第 10500 号、第 5面）、
防空献金のため開催された長唄舞踊の夕べ（昭和
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『滿鮮謠曲界』昭和 9年 12 月（通号 19 号）から昭和
12 年 8 月号（通号 51 号）参照（内 3号分欠号）。
『滿州梅若』『滿州日日新聞』『滿州日報』『大連新聞』
『新京日日新聞』
［日本語関係掲載誌］
『能楽画報』『能楽新報』『能楽』『謡曲界』『謡曲新報』
『大観世』『観世』『宝生』『梅若』
